
せとうち広
報

「人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内」を目指して

知っ得情報
まちの話題
生活と環境
安全通信
健康ライフ
まなびの部屋
瀬戸内発見伝
くらしの情報
みんなの広場

目次

２
６
８
９
１０
１２
１３
１４
１８

Contents

車内には本棚が備え付けられており、約 2,000 冊（これまでの約 4倍）の本
を積載できます。さまざまな花や蝶、昆虫が散りばめられた子どもたちに親
しみやすい車両デザインは、邑久高等学校美術部の皆さんによるものです。

本の楽しさや自分で
本を選ぶ喜びを実感
し、図書館利用習慣
を身につけてもらう
ことを目的として、
移動図書館車「せと
うち　まーる号」に
よる市内保育園、幼
稚園への巡回サービ
スを行っています。

平成 24（2012）年

第９４号

９



生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ 報

も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し

ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
全
国
一
斉
に
緊

急
情
報
の
放
送
試
験
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
試
験
に
際
し
て
サ
イ

レ
ン
は
鳴
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
９
月
12
日
（
水
）
午
前

　

10
時
ご
ろ
と
午
前
10
時
30
分
ご

　

ろ
の
２
回

▽
放
送
内
容

①
「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
」

　
（
３
回
繰
り
返
し
）

②
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
瀬
戸
内
市

　

で
す
」

③
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
市
内
60
カ
所
の
屋
外
放
送
塔
と
、

　

行
政
委
員
の
自
宅
な
ど
に
設
置

　

し
て
い
る
戸
別
受
信
機
か
ら
一

　

斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

市
で
は
、
10
月
支
払
い
分
（
９

月
検
針
分
）
か
ら
、「
家
事
用
」

と
「
営
業
用
」
の
水
道
料
金
を
平

均
で
約
５
％
引
き
下
げ
ま
す
。

　

引
き
下
げ
後
の
１
カ
月
当
た

り
の
家
事
用
基
本
料
金
は
１
、

０
０
８
円
（
２・
０
％
減
）、
同

超
過
料
金
は
１
７
８・５
円
（
８・

１
％
減
）、
ま
た
営
業
用
基
本
料

金
は
２
、１
０
０
円
（
２・
４
％

減
）、
同
超
過
料
金
は
２
１
０
円

（
２・
４
％
減
）
で
す
。

　

詳
細
は
、
本
紙
に
折
り
込
み
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

　

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　

water/index1.html

 

放
送
試
験
を
行
い
ま
す

 

防
災
行
政
無
線　

　

市
の
防
災
行
政
無
線
で
は
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災

害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊジ

ェ
イ-

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

行政からのお知らせ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１ 

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

市
税
の
口
座
振
替

　

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
へ

出
向
か
な
く
て
も
、
自
動
的
に
預

貯
金
か
ら
納
税
で
き
ま
す
。
忙
し

い
人
、
留
守
が
ち
の
人
に
は
特
に

便
利
で
す
。

　

口
座
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の

と
通
帳
印
、
納
税
通
知
書
を
持
参

の
上
、税
務
課
、各
支
所
、出
張
所
、

市
内
の
金
融
機
関
の
い
ず
れ
か
の

窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
納
付
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
の
手

続
き
上
の
注
意
点
】

　

・
納
付
義
務
者
ご
と
に
、
個
人
名

　

義
分
と
共
有
名
義
分
そ
れ
ぞ
れ

　
に
つ
い
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

依
頼
書
に
は
通
知
書
番
号
（
８

　
桁
の
番
号
）を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
共
有
名
義
分
に
つ
い
て
は
、
他

 

ご
活
用
く
だ
さ
い

 

市
民
活
動
応
援
補
助
金　

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
市
民
活

動
応
援
補
助
金
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
（
ま
た
は
自
治
会
の
連

合
体
）
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら

の
１
年
間
に
実
施
す
る
地
域
の
美

化
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

防
災
・
防
犯
活
動
な
ど
の
経
費
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
対
象

外
と
し
て
い
た
食
糧
費
の
う
ち
、

総
会
や
全
世
帯
が
対
象
と
な
る
清

掃
活
動
の
際
の
飲
み
物
（
ア
ル

コ
ー
ル
を
除
く
）代
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

※
本
年
度
こ
の
補
助
金
に
採
択
さ

　

れ
た
自
治
会
以
外
の
市
民
活
動

　

団
体
も
９
月
28
日
ま
で
に
交
付

　

申
請
が
必
要
で
す
。

に
送
付
し
ま
す
。
被
保
険
者
証
の

枚
数
や
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

有
効
期
限
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
一
般
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
】

　

①
昭
和
12
年
10
月
２
日
〜
昭
和
13

　
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
人

▽
有
効
期
限

　

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

※
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
後

　
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、

　

誕
生
月
の
前
月
末
ま
で
に
送
付

　

し
ま
す
。

②
昭
和
13
年
10
月
１
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

　

と
な
り
ま
す
。

　

・
納
付
義
務
者
が
亡
く
な
っ
て
い

　

る
場
合
な
ど
、
本
人
が
提
出
で

　

き
な
い
と
き
は
、
相
続
人
代
表

　

欄
に
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

 

枚
数
や
内
容
の
確
認
を

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど

　

有
効
期
間
が
10
月
１
日
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証(

以
下
「
被
保
険
者
証
」)

（
薄

紫
色
）
を
９
月
下
旬
に
世
帯
主
宛

　

の
税
金
と
一
緒
に
手
続
き
を
す

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
納
期
限
の
１
カ
月
前
ま
で
に
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

固
定
資
産
税
３
期
の
納
期
限
は

12
月
25
日
、
４
期
の
納
期
限
は

平
成
25
年
２
月
28
日
で
す
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
口
座
振

　

替
へ
の
切
り
替
え
が
間
に
合
わ

　

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

・「
全
納
」
ま
た
は
「
期
別
」
を

　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
選
択
し

　

な
い
場
合
は
、「
期
別
」
扱
い

▽
有
効
期
限

　

平
成
25
年
９
月
30
日

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
ク
リ
ー
ム
色
）は
有
効
期
限（
９

月
30
日
）
が
過
ぎ
た
ら
、
悪
用
の

恐
れ
が
な
い
よ
う
に
、
は
さ
み
を

入
れ
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
証
を

使
っ
て
い
る
の
に
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
が
届
い
た
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す

る
届
出
が
済
ん
で
い
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

脱
退
す
る
た
め
に
は
、市
民
課
、

各
支
所
、
出
張
所
の
窓
口
で
、
本

人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
届
出
が
必

要
で
す
。
認
印
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
職
場
の
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
二
重
払
い
に
つ
な
が

る
た
め
、
早
め
の
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
届
出
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

▽
有
効
期
限

　

平
成
25
年
９
月
30
日

【
退
職
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
】

　

①
昭
和
22
年
10
月
２
日
〜
昭
和
23

　
年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
有
効
期
限

　

65
歳
の
誕
生
月
の
末
日

※
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
誕
生
月

　

の
前
月
の
末
日

※
被
扶
養
者
は
、
扶
養
者
が
先
に

　

こ
の
有
効
期
限
を
迎
え
た
場
合

　

は
、
扶
養
者
と
同
じ
有
効
期
限

　

に
な
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
ま
で
に
一
般
被
保
険

　

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

②
昭
和
23
年
９
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

　国民年金制度は、20 歳から 60 歳に到

達するまでの 40 年の間に国民年金保険

料を納めることで満額の老齢基礎年金を

受給することができます。

　しかし、保険料を納めなかった期間が

ある場合や資格取得などの届出忘れによ

り国民年金の資格期間がない場合には、

将来の年金受給額が少なくなったり、保

険料納付や免除などの合計が 25 年（300

月）未満の場合には、年金そのものが受

給できないことがあります。

　10 月１日から、国民年金保険料を納

めることができる期間が過去２年から

10 年に延長となる後納制度が始まりま

す。ぜひご利用ください。

　後納保険料を納付できる期間は、10

月１日から平成 27 年９月 30 日までの

３年間です。

　ただし、既に老齢基礎年金を受給して

いる人は、納めることができませんので、

ご注意ください。

　なお、後納保険料を納付するためには

事前に申し込みが必要です。また審査の

結果、後納制度による納付が利用できな

い場合があります。

■問い合わせ先

『国民年金保険料専用ダイヤル』

　☎０５７０- ０１１- ０５０

　☎０３- ６７３１- ２０１５

　（０５０または０７０から始まる電話

　でかける場合）

　岡山東年金事務所　

　☎０８６- ２７０- ７９２８

後納制度が始まります

 

水
道
料
金
を
引
き
下
げ
ま
す

 

10
月
支
払
い
分
か
ら
平
均
で
約
５
％

23



生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

▽
申
込
方
法

　

10
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
窓

口
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

子
育
て
支
援
課
、
保
健
福
祉
部

邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

 

助
成
の
通
算
回
数
が
増
え
ま
し
た

 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

市
で
は
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
の

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
は
か
る

た
め
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な

い
特
定
不
妊
治
療
（
医
師
に
よ
り

行
わ
れ
る
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微

授
精
）
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
か
ら
、
助
成
の
申
請
回

数
を
１
年
度
に
つ
き
２
回
（
初
年

度
に
つ
い
て
は
３
回
）ま
で
と
し
、

初
年
度
か
ら
通
算
５
年
度
内
で
10

回
を
限
度
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
（
昨
年
度
ま
で
は
、
生
涯
通

算
３
回
を
限
度
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２ 

 

入
学
者
を
募
集
し
ま
す

 

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校　

　

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学

校
で
は
、
平
成
25
年
度
入
学
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
教
育
目
標　

国
内
航
路
の
船
舶

　

職
員
（
船
長
・
機
関
長
・
航
海

　

士
・
機
関
士
）
の
養
成

▽
修
業
年
限　

２
年

▽
受
験
資
格

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て

満
18
歳
以
上
で
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
歴
を
有
す
る
人
ま
た
は

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
人
な
ど

※
各
試
験
で
、
別
途
出
願
資
格
が

　

あ
り
ま
す
。

※
別
途
身
体
検
査
基
準
を
満
た
す

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
種
別
や
出
願
期
間
な
ど

　

上
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

　

☎
０
８
９
８-

４
１-

５
２
７
８

　

HPhttp://www.namikata.mtea.ac.jp/

 

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

 

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
な
ど

　

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
で
は
、「
北
方
領
土
に

関
す
る
標
語・キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
、「
応
募
作
品
」「
応
募
作
品

の
読
み
方
（
平
仮
名
）」「
標
語
・

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
区
分
」「
郵

便
番
号
」「
住
所
」「
氏
名
」「
氏

名
の
読
み
方
（
平
仮
名
）」「
年

齢
」「
性
別
」「
電
話
番
号
」「
職

業
」
を
明
記
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
選
考
基
準
や
個
人
情

報
、
著
作
権
に
つ
い
て
の
詳
細
な

ど
は
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月
30
日
（
日
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
表
彰　

　

・
最
優
秀
賞
１
作
品
に
は
、
賞
状

　

と
賞
金
５
万
円

　

・
優
秀
賞
４
作
品
に
は
、
賞
状
と

　

賞
金
２
万
円

　

・
佳
作
５
作
品
に
は
、
賞
金
５
千
円

■
応
募
先

【
は
が
き
の
場
合
】

　

〒
１
１
０-

０
０
１
４

　

東
京
都
台
東
区
北
上
野
１-

９-

12

　

住
友
不
動
産
上
野
ビ
ル
９
階

　

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題

　

対
策
協
会

【
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
】

　

mailhyougo.catch2012@tk.hoppou.go.jp

※
件
名
は
「
平
成
24
年
度
標
語
・

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
応
募
」
と
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題

　

対
策
協
会

　

☎
０
３-

３
８
４
３-
３
６
３
０

　

HP http://www.hoppou.go.jp/

 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

 

育
児
・
介
護
休
業
規
定
等
整
備

　　

平
成
21
年
に
育
児
・
介
護
休
業

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
７
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で

猶
予
さ
れ
て
い
た
次
の
制
度
が
従

業
員
数
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主

に
も
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
労
働
局
雇
用
均
等
室
で

は
、
規
定
整
備
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
制
度　

①
育
児
の
た
め
の
短
期
間
勤
務
制
度

②
育
児
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の

　

制
限
（
残
業
の
免
除
）

③
介
護
休
暇

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

７
６
３
９

  
独
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

 
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　

岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

10
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
日
）
ま

で
の
７
日
間
の
全
国
一
斉
「
高
齢

者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
て
、
相

談
時
間
の
延
長
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
電

話
で
相
談
を
受
け
付
け
る
窓
口
で

す
。
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
い
じ

め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の

人
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
事
案
な
ど

が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
、
法
務
局
職
員
、
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
日
時　

　

・
９
月
10
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

・
９
月
15
日
（
土
）
〜
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
右
記
の
強
化
週
間
以
外
も
人
権

　

相
談
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

　

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分                 

   （
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

■
相
談
先

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０-
０
０
３-

１
１
０

　
（
通
話
料
有
料
）

  

開
設
し
ま
す

 

法
務
局
休
日
相
談
所

　

法
務
局
で
は
、
次
の
と
お
り
休

日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な

ど
の
登
記
手
続
、
土
地
の
境
界
問

題
、
遺
言・相
続
に
関
す
る
こ
と
、

戸
籍
に
関
す
る
こ
と
、
い
じ
め
・

Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
な
ど
の
人
権

問
題
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
法
務

局
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
務
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
、
法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
日
時　

　
９
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

▽
場
所　
　

　

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

　
（
備
前
市
東
片
上
３
８
２
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

 

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

 

園
庭
開
放

　

市
で
は
、
主
に
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
幼
稚
園
の
園

庭
を
下
表
の
と
お
り
開
放
し
て
い

ま
す
。

　

園
庭
の
遊
具
を
自
由
に
使
っ
て

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
に
と
っ
て
も
友
人
を
つ
く

る
場
に
な
り
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
。
気
軽
に
来
園
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車
場
が

狭
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
徒
歩
や

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園

 

参
加
家
庭
を
募
集
し
ま
す

 
ひ
と
り
親
家
庭
ふ
れ
あ
い
交
流

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と

り
親
家
庭
同
士
が
情
報
交
換
し
、

親
睦
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
ふ

れ
あ
い
交
流
を
実
施
し
ま
す
。
親

子
で
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

　

家
庭
の
親
子

▽
日
時　

11
月
３
日
（
土
）

※
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
へ
午
前
９
時

　

に
集
合
し
、
午
後
５
時
に
解
散

　

予
定
で
す
。

▽
行
き
先　

ド
イ
ツ
の
森（
赤
磐
市
）

▽
内
容

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
パ
ン
＆

バ
タ
ー
作
り
、
園
内
散
策
・
自
由

行
動

▽
参
加
費　

無
料
（
入
園
券
・
の

　

り
も
の
券
付
き
）

※
昼
食
は
、
各
自
で
準
備
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▽
募
集
人
数　

　

親
子
35
組
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

幼稚園名 問い合わせ先 ９月 10月 11 月 12 月 開放時間

牛窓東 0869-34-2104 18 日（火）、
25 日（火）

16 日を除く
毎週火曜日

13 日を除く
毎週火曜日

11 日（火）、
18 日（火） 午前９時30分～11時

牛窓西 0869-34-3687 10 日（月）、
24 日（月）

８日を除く
毎週月曜日

５日（月）、
12 日（月） 17 日（月） 午前９時30分～11時

牛窓北 0869-34-3742 13 日（木） 11 日（木） ８日（木） 13 日（木） 午前９時30分～11時
邑　久 0869-22-0027 ２日（火） ６日（火） 11 日（火） 午前９～ 11 時
今　城 086-943-8715 16 日（火） ６日（火） 11 日（火） 午前９～ 11 時
美　和 0869-26-3445 11 日（火） 16 日（火） 13 日（火） 18 日（火） 午前９～ 11 時
国　府 0869-26-3446 11 日（火） 16 日（火） 13 日（火） 18 日（火） 午前９～ 11 時
行　幸 0869-26-3447 11 日（火） 16 日（火） 13 日（火） 18 日（火） 午前９～ 11 時

国立波方海上技術短期大学校入学試験日程

受験資格分類 試験種別
出願期間（消印有効）

試験日
開始 終了

高校３年生と
既卒者（社会人）

第１回　自己推薦入試 10月１日（月） 10 月 19 日（金） 10月27日（土）

第２回　自己推薦入試 11月 12 日（月） 11 月 30 日（金） 12月８日（土）

一般入試 12月 17 日（月） １月 18 日（金） １月26日（土）

共通選抜入試 １月 21日（月） ２月８日（金） ２月16日（土）

既卒者のみ 社会人入試 10月 22 日（月） 11 月９日（金） 11月18日（日）

園庭開放日

行政からのお知らせ

45
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　錦海塩田跡地の活用について

は、錦海塩田跡地活用検討委員会

で、昨年９月から協議が重ねられ

てきました。６月 26日の会議で、

市民の安全安心を前提とし、「地

域の活性化」「環境の保全」「文化

の振興」という３つの基本理念を

柱とする錦海塩田跡地活用基本構

想が決定され、６月 28 日、桑原

真琴委員長、横山満朋副委員長、

山本重信副委員長から、武久顕也

市長に同基本構想が提出されました。

    「地域の活性化」「環境の保全」「文化の振興」「地域の活性化」「環境の保全」「文化の振興」 錦海塩田跡地活用基本構想

　６月 10日、岡山県備前県民局、瀬戸内市消費

生活問題研究協議会、瀬戸内市の3団体の共催で、

「環境フェスタ イン せとうち」を開催しました。

　ごみの減量について考えてもらうため、食器を

持参した人には、食事やおやつを無料で提供。子

どもたちにリサイクルを呼びかけるため、エコ戦

隊もってぇねんジャーショーなども行いました。

　このほかにも、来場した親子連れらは、環境学

習人形劇、環境学習車、生ごみ処理機展示、手作

り体験などの催し物・展示を次々に回り、省エネ

ルギーやごみの減量を取り入れた生活習慣につい

て、楽しく学んでいました。

   楽しみながら学びました楽しみながら学びました 環境フェスタ イン せとうち環境フェスタ イン せとうち

武久市長（写真右）に提出する桑原錦海塩田跡地活用検討委員会委員長ら

    仮想の世界と現実をつなぐ特別展示仮想の世界と現実をつなぐ特別展示 備前長船刀剣博物館特別展

　備前長船刀剣博物館では、７月 14 日から９月

17 日まで、特別展『ヱヴァンゲリヲンと日本刀展』

を開催しています。会場には、この特別展に合わ

せて刀匠らが製作した「ロンギヌスの槍」や「エ

ヴァンゲリオン仕様」の刀剣などが、所狭しと展

示されています。

　開催 16 日目となる７月 29 日には、入場者数

が１万人を超えました。この日、備州岡山城鉄砲

隊の協力による甲冑着付け体験があり、参加者は、

江戸時代中期や幕末に作られた約 20㌔の甲冑を

着付けてもらい、武器・武具を持って、記念の写

真撮影を楽しみました。記念品を受け取る１万人目の来場者  （左上） ／ 子どもも楽しめた甲冑着付け体験（右下）

　６月 30 日、瀬戸内市デマンドバス「モーモー

バス」の 7月 1 日からの運行開始に先立ち、出

発式を開催しました。

　武久顕也市長が、「市民を対象として行ったア

ンケート調査でも、牛窓地域では交通に不便を感

じている人の割合が高い。モーモーバスを市民の

皆さんの足として活用し、出掛けていただきたい」

などと述べました。

　出発式終了後に行った試乗会では、事前に申し

込んだ市民の皆さんが２台の車両に乗り込み、参

加者に見送られて牛窓支所を出発。約 15 分の試

乗で、乗り心地などを確かめました。

   牛窓地域の新たな公共交通機関に牛窓地域の新たな公共交通機関に モーモーバス出発式モーモーバス出発式

参加者に見送られ試乗会に出発（左下） ／ 車両デザインの協力者に感謝状の贈呈（右上）

みんなで力を合わせて網を引く（左下） ／ イカが墨をふくハプニングもありました（右上）

　６月 17 日、西脇海水浴場（牛窓町鹿忍）で、

市内の小学生以下の子どもとその家族を対象とし

て牛窓町漁協青壮年部が主催する地引き網体験が

行われました。

　参加者は、砂浜のごみを拾った後、力を合わせ

て網を引き、獲物を手繰り寄せました。

　網にはチヌ、メバル、タコ、イカなどがかかり、

子どもたちは大喜び。

　地引き網の後には、タコ、エビ、つみれなどが

入った漁師鍋が振る舞われたり、くじ引きで捕れ

た魚などを分けたりと、参加者は梅雨の合間の晴

れの日を楽しんでいました。

  たくさんの魚に子どもたちも大喜びたくさんの魚に子どもたちも大喜び 地引き網体験

　７月５日、満 100 歳を迎えた

馬場松香さん（邑久町下山田）の

お祝いに、武久顕也市長らが、自

宅を訪問しました。馬場さんは家

族やお祝いに駆け付けた親族らに

囲まれ、「ありがとうございます」

と笑顔でお祝い状を受け取りまし

た。長寿の秘訣を「くよくよ考え

ず、笑顔でいること」と話してい

    いつまでもお元気でいつまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い

武久市長からお祝い状を受け取る馬場さん（左） ／ 土井保健福祉部長からお祝い状を受け取る伊東さん（右）

ました。また、7月 21 日には、満 100 歳を迎えた伊東文子さん（長船町福岡）のお祝いに、土井和子保健福祉部長らが、

入所している施設を訪問しました。伊東さんは家族や職員、入所者らに囲まれ、お祝い状を受け取りました。長寿の秘訣を「好

き嫌いをせず何でも食べて、よく動くこと」と話していました。お二人とも、これからも元気でお過ごしください。 自転車をこいで発電（左下） ／ 紙パックをリサイクルして紙を作る紙すき体験（右上）
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～

を
実
践
し
て
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０ 

  

24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

警
察
安
全
相
談
窓
口

　

岡
山
県
警
察
で
は
、
警
察
本
部

や
各
警
察
署
に
警
察
安
全
相
談
窓

  

募
集
し
ま
す

 

普
通
救
命
講
習
受
講
者

　

突
然
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
人
を
救
う
に
は
、
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ

ん
も
、
万
が
一
の
と
き
に
役
立
つ

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部
で
は
、
９

月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に
あ
わ

せ
て
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
９
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
期
限　

９
月
６
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

消
防
本
部
警
防
課

  

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す

 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

９
月
21
日
（
金
）
か
ら
30
日

（
日
）
ま
で
の
10
日
間
、「
交
通

ル
ー
ル　

守
っ
て
広
げ
る　

無
事

故
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
日

没
が
早
く
、
夜
明
け
は
遅
く
な

り
、
例
年
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

　

一
度
に
出
す
ご
み
の
量
が
少
な

い
人
の
ご
み
袋
購
入
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
燃

え
る
ご
み
袋
の
「
小
」
サ
イ
ズ
よ

り
、
さ
ら
に
小
さ
い
「
特
小
」
サ

イ
ズ
を
新
し
く
販
売
し
ま
す
。

　
「
特
小
」
サ
イ
ズ
は
縦
56
㌢
、

横
39
㌢（
ま
ち
を
含
む
）で
、「
小
」

サ
イ
ズ
に
比
べ
て
、
容
量
は
約
３

割
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
指
定
ご
み
袋

取
扱
店
で
、
10
月
１
日
か
ら
販
売

す
る
予
定
で
、
販
売
価
格
は
10
枚

入
り
で
１
０
０
円
で
す
。

　

た
だ
し
、
店
舗
に
よ
っ
て
取
り

扱
っ
て
い
る
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
普
段
利
用
し

て
い
る
店
舗
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
今

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

市
指
定
の
燃
え
る
ご
み
袋
に

「
特
小
」
サ
イ
ズ
が
加
わ
り
ま
す

　安全安心の地域づくりを目指すため、牛窓町牛窓地区の自治会や学校、
ＰＴＡなどを対象に、（財）自治総合センターの宝くじ助成金（共生の地
域づくり助成事業）を活用して、「牛窓地域づくり研修会」を年間を通じ
て開催しています。
　６月 10 日、牛窓町公民館で第１回目の研修会を開催し、約 70 人が参
加しました。研修会では、瀧本浩一氏（山口大学大学院准教授）による「こ
れからの牛窓の安全安心を考える」と題した講演を行いました。瀧本氏
は「地域活動、地域活性化を進めるにあたっては、まず地域力を高める
ことが必要。災害が多発する現代で「安全安心」をテーマに、災害・防
災をうまく活用して地域の結びつきやその活性化を図ってほしい。」と呼
び掛けました。
　また、長尾トモ子氏（福島県議会議員）を講師に招いて、「東日本大震
災による福島県の現状」を主題として、原発事故など震災の体験談や人
と人との繋がりの大切さについての講演も行いました。
　研修会を通じて、地域全体で「安全安心に向けて地域として今からで
きることは何か」を考え始めています。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９ｰ２２ｰ３９０４

使
っ
て
い
る
袋
よ
り
も
小
さ
い
サ

イ
ズ
の
袋
で
ご
み
出
し
が
で
き
る

よ
う
、
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

  

あ
な
た
の
家
庭
も
宣
言
し
ま
せ
ん
か

 

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
瀬
戸
内
宣
言

　
「
紙
ご
み
の
分
別
・
資
源
化
」

「
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
水
切
り
の

徹
底
」
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取

り
組
む
家
庭
を
対
象
に
、「
ご
み

ダ
イ
エ
ッ
ト
瀬
戸
内
」
宣
言
の
ス

テ
ッ
カ
ー
と
宣
言
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
は
玄
関
な
ど
に
、

宣
言
書
は
台
所
な
ど
の
家
庭
内
の

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
示
し
、
家

族
全
員
で
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
と
宣
言
書
は
、
生

活
環
境
課
、
各
支
所
、
出
張
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

【
宣
言
す
る
主
な
内
容
】

　

・
ざ
つ
紙
な
ど
の
紙
ご
み
の
分
別

　

を
徹
底
し
ま
す
！

　

・
生
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
ま 

　

す
！
（
堆
肥
化
ま
た
は
水
切
り

　

の
徹
底
）

　

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・

　

繊
維
類
は
、
必
ず
資
源
化
し
ま

　

す
！

　

・
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
を
心
が

　

け
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

口
を
設
け
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

事
件
・
事
故
で
困
っ
て
い
る
場

合
や
、
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
児

童
虐
待
、
悪
質
商
法
、
振
り
込
め

詐
欺
事
案
な
ど
の
、
生
命
・
身
体

へ
の
危
害
や
、
財
産
に
損
害
が
お

よ
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
な
ど
に

つ
い
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
者
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
な
が
ら
防
犯
指
導
・
助

　あなたが主役！ 

　ごみダイエット瀬戸内

　夏場のごみ出しの日に、ごみ袋を持って
「重い！　そういえばスイカの皮を入れた
わ！」と思ったことがある人もいるのでは
ないでしょうか。
　水分を多く含む生ごみは、重いだけでな
く、処理場で焼却する際に、大量のエネル
ギーを使ってしまい、効率的な焼却の大き
な妨げにもなってしまいます。
　そこでお勧めするのが「天日干しダイ
エット」です。本紙に折り込みの緑色のチ
ラシ「ごみダイエット通信」では、スイカ
の皮を使った「天日干しダイ
エット」を紹介しています。
ぜひご覧ください。

言
を
行
い
、
事
件
・
事
故
の
未
然

防
止
や
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
り

ま
す
。

■
相
談
先

　

・
警
察
本
部
の
警
察
総
合
相
談
電
話

　

☎
＃
９
１
１
０

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

０
１
１
０

　

・
瀬
戸
内
警
察
署

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
県
民
応
接
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０ 

「まずは地域に元気を」と話す瀧本氏 福島県の現状について話す長尾氏

心肺蘇生法などを学ぶ 普通救命講習

燃えるごみ袋  大
（販売価格10枚200円）

ステッカー（上 )  ／  宣言書（下）

燃えるごみ袋  小
（同150円）

　10月から新しく
　販売する予定の
　燃えるごみ袋
　特小（同100円）

その①

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 ～７月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 751㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 4.0％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 204㌘です。
　これは、レモン２個
分に相当します。
　引き続き、ごみの減
量にご協力をお願い
します。
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睡
眠
は
、
食
事
や
運
動
と
と
も

に
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

睡
眠
は
、
心
身
の
疲
労
回
復
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
記
憶
を
定

着
さ
せ
る
、
免
疫
機
能
を
強
化
す

る
と
い
っ
た
役
割
も
も
っ
て
い
ま

す
。
健
や
か
な
睡
眠
を
保
つ
こ
と

は
、
活
力
あ
る
日
常
生
活
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
快
適
な
睡
眠
が
と

れ
て
い
ま
す
か
。

心
身
の
健
康
に
欠
か
せ
な
い
睡
眠

　
　
　

　

睡
眠
時
間
が
足
り
な
い
と
、
イ

ラ
イ
ラ
が
募
っ
た
り
集
中
力
が
低

下
し
や
す
く
な
っ
て
、
仕
事
の
ミ

ス
や
、
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
眠
は
こ
こ
ろ
の
病
気

の
一
症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が

多
く
、
近
年
で
は
、
特
に
無
呼
吸

好みでレモン汁をつけて
いただくと、サッパリと
していておいしいです。
カボチャの具の中心に
チーズを入れて巻くと、
ほくほくしたカボチャの
甘味がおやつにもお勧め
の味になります。
カボチャは加熱してつぶ
したものを 60㌘程度に
分けて平らにし、ラップ
に包んで冷凍しておく
と、サラダやポタージュ、
コロッケなどに利用でき
てとても便利です。

藤原慶子さん（瀬戸内市栄養委員会牛窓支部）です

瀬戸内市はカボチャの産地で、６～８月にかけて出
荷されます。
サツマイモと同様に、でんぷんを糖に変える酵素を
持っているので、しばらく貯蔵したり、低温で加熱
することにより甘味が増します。
丸ごとであれば、風通しのよい涼しいところで１～
２カ月ほど保存できます。切ったものは種とわたを
取り、ラップをして冷蔵庫で保存します。

◆材料（10本分）
●栗カボチャ（400g）
●干しシイタケ（中４枚）
●豚ひき肉（120g）
●ネギ（１本）
●春巻きの皮（10 枚）

●サラダ油（大さじ１）
●塩（小さじ３分の１弱）
●コショウ（少々）
●小麦粉（大さじ１）
●揚げ油（適量）

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

あなたの睡眠は快適ですか？
長引く不眠はこころのＳＯＳ

を
伴
う
睡
眠
の
問
題
が
、高
血
圧
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
の
初
期
症
状
と
し
て
の
不
眠

　

不
眠
は
、
眠
る
の
に
適
し
た
時

間
帯
に
、
眠
る
の
に
適
し
た
環
境

で
、
眠
ろ
う
と
寝
床
に
入
っ
て
い

る
の
に
、寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
り
、

何
度
も
目
が
覚
め
た
り
、
睡
眠
が

浅
か
っ
た
り
し
て
睡
眠
が
と
れ
な

い
状
態
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
寝
床
の
中
で
苦
し

む
こ
と
に
な
り
、
次
の
日
に
は
心

身
の
不
調
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　

不
眠
は
、
う
つ
病
の
初
期
症
状

と
し
て
も
現
れ
ま
す
。「
疲
れ
て

い
る
の
に
眠
れ
な
い
」「
夜
中
や

早
朝
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
」
な

ど
、
不
眠
の
兆
候
が
２
週
間
以
上

続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
ろ
が

　

〜
平
成
25
年
３
月
７
日
（
木
） 

　
（
全
14
回
シ
リ
ー
ズ
）
下
表
参
照

▽
開
催
場
所

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
資

　

料
代･

実
習
代
を
含
む
）

▽
対
象
者　

瀬
戸
内
市
在
住
で
40

　
〜
75
歳
の
人

▽
応
募
期
限　

９
月
18
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課◆作り方

①カボチャは種と皮を取り除き、２㌢厚さのいちょ
　う切りにする。耐熱皿に並べてラップをし、500
　㍗の電子レンジで約３分加熱する。熱いうちにつ
　ぶす。
②干しシイタケは水でもどしておく。軸を取り、み
　じん切りにする。ネギもみじん切りにする。
③フライパンにサラダ油を熱し、ネギを炒める。香
　りが出てきたら干しシイタケ、豚ひき肉の順に加
　えて炒める。塩とコショウで味を付ける。
④①に③を加えて混ぜる。冷めたら 10 等分にし、
　春巻きの皮に長細くのせて包む。巻き終わりを同
　量の水で溶いた小麦粉でくっつけて止める。
⑤ 170℃に熱した揚げ油できつね色になるまで揚げる。
　（具は加熱してあるので皮がパリッとすれば良い。）

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

禁
煙
の
実
践
と
並
ん
で
、
日
常
生

活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
ミ
ニ
健
康
講
話
や
無

理
な
く
行
え
る
運
動
な
ど
の
紹
介

を
行
う
「
健
康
に
な
る
た
め
に

☆
自
分
の
た
め
の
☆
運
動
入
門
教

室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
催
時
期　

９
月
27
日
（
木
）

目
以
上
が
、
２
週
間
以
上
ほ
と
ん

ど
毎
日
続
い
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、

毎
日
の
生
活
に
支
障
が
出
た
り
し

て
い
る
場
合
に
は
、
う
つ
病
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
分
で
は
症
状
に
気
づ

き
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
周
り
の
人
が
気
づ
い
た
ら
、

相
談
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
精
神
科
医
師
に
よ
る

精
神
保
健
福
祉
相
談
や
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
が
相
談
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
家
族
に
よ
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
の
日
程
や

会
場
は
、
本
紙
く
ら
し
の
情
報
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
と
岡
山
県
備
前
保
健

所
で
は
、
保
健
師
に
よ
る
面
談
や

電
話
・
家
庭
訪
問
に
よ
る
相
談
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

・
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

・
備
前
保
健
所

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
３
４

う
つ
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感

　

 

が
な
い

□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や

　

れ
て
い
た
こ
と
が
、
楽

　

 

し
め
な
く
な
っ
た

□
以
前
は
楽
に
で
き
て
い

　

 

た
こ
と
が
、今
で
は
お
っ

　

 

く
う
に
感
じ
ら
れ
る

□
自
分
が
役
に
立
つ
人
間

　

 

だ
と
思
え
な
い

□
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ

　
 

う
な
感
じ
が
す
る

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

う
つ
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

　

う
つ
病
は
、
ひ
ど
く
気
分
が
落

ち
込
ん
だ
り
、
楽
し
さ
を
感
じ
ら

れ
な
く
な
り
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
病
気
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
う
つ
対
策
推

進
方
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、
次

の
よ
う
な
、
う
つ
の
自
己
チ
ェ
ッ

ク
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

健
康
に
な
る
た
め
に
☆
自
分
の
た
め
の
☆
運
動
入
門
教
室

回 日時 内容

1 9 月 27 日（木）
9：30 ～ 11：30

・オリエンテーション
・講話「ためになる健康のお話」
   講師：市職員（保健師）
・健康体力チェック

2 10 月 4日（木）
9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）
　

3 10 月 18 日（木）
9：30 ～ 11：30

4 11 月 1 日（木）
9：30 ～ 11：30

5 11 月 15 日（木）
9：30 ～ 11：30

6 11 月 29 日（木）
9：30 ～ 12：30

・講話「健康になるための食事（その①）」
   講師：市職員（管理栄養士）

7 12 月 6日（木）
9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

8 12 月 20 日（木）
9：30 ～ 11：30

・演習「筋肉、関節をしなやかにするための講座」
   講師：市職員（理学療法士）

9 12 月 27 日（木）
9：30 ～ 12：30

・講話「健康になるための食事（その②）」
  講師：市職員（管理栄養士）

10 平成25 年1月17 日（木）9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

11 平成25年1月31日（木）9：30 ～ 11：30

12 平成25年2月7日（木）9：30 ～ 11：30

13 平成25年2月21日（木）9：30 ～ 11：30

14 平成25年3月7日（木）9：30 ～ 11：30

・健康体力チェック
・調理実習
・復習とまとめ

　

こ
れ
ら
の
状
態
の
う
ち
、
２
項
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わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
宇

喜
多
氏
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が

ら
、
瀬
戸
内
市
や
岡
山
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
12
日
（
水
）
午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時

▽
定
員　

40
人

※
９
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

※
第
１
回
に
参
加
し
た
人
も
申
し

　

込
み
が
必
要
で
す
。

▽
講
師　

出
宮
徳
尚
さ
ん

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
登
録
料
）

▽
行
き
先　

明
禅
寺
城
跡
、
岡
山

　

城
な
ど

※
出
発
前
に
、
公
民
館
で
約
１
時

巻
の
九
十
二

　

大
坂
（
阪
）
城
と
聞
く
と
豊
臣

秀
吉
が
築
い
た
き
ら
び
や
か
な
城

を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
現
在
の
大
阪
城
は
、

豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
城
で
は
な

く
、
後
に
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
再

建
さ
れ
た
大
坂
城
（
天
守
は
昭
和

６
年
に
復
興
）
な
の
で
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
豊
臣
期
の
石

垣
が
地
下
深
く
か
ら
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

大
坂
城
の
再
建

　

豊
臣
期
の
大
坂
城
は
、
慶
長
20

（
１
６
１
５
）
年
の
大
坂
夏
の
陣

で
、
豊
臣
家
滅
亡
と
と
も
に
す
べ

て
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

徳
川
幕
府
は
そ
の
５
年
後
の
元

和
６
（
１
６
２
０
）
年
か
ら
寛
永

６
（
１
６
２
９
）
年
に
か
け
て
大

坂
城
再
建
の
天
下
普
請
を
行
い
ま

し
た
。

　

再
建
は
、
多
数
の
西
国
大
名
に

普
請
が
命
じ
ら
れ
る
大
工
事
で
、

諸
大
名
は
石こ

く
だ
か高
に
応
じ
て
分
担
の

規
模
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
再
建

さ
れ
た
大
坂
城
は
、
豊
臣
時
代
の

大
坂
城
よ
り
も
高
く
、
豪
壮
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

前
島
の
残
石
群
の
調
査

　

前
島
の
山
の
中
に
は
、
切
り
出

さ
れ
た
石
が
あ
る
こ
と
は
、
昔
か

ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
51

年
に
柴
田
守
氏
（
牛
窓
町
牛
窓
）

が
大
阪
城
天
守
閣
に
残
石
の
写
真

を
持
ち
込
み
、
翌
年
に
大
阪
城
天

守
閣
の
学
芸
員
が
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
前
島
の
石

切
丁
場
遺
跡
は
元
和
６
年
に
開
始

さ
れ
た
現
大
坂
城
築
城
工
事
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
往

時
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
伝
存
し
て

お
り
そ
の
重
要
性
は
小
豆
島
に
あ

る
『
史
跡
大
坂
城
石
垣
石
切
丁
場

跡
』に
も
匹
敵
し
う
る
も
の
」で
、

「
大
坂
築
城
史
上
、
更
に
日
本
土

木
史
上
ま
こ
と
に
重
要
な
遺
跡
」

（「
岡
山
県
前
島
所
在
の
石
切
丁
場

遺
跡
に
つ
い
て
」
１
９
７
８
年
大

阪
城
天
守
閣
現
地
調
査
見
解
）
と

さ
れ
ま
し
た
。

往
時
の
作
業
を
伝
え
る
残
石
群

　

前
島
の
東
山
に
は
、「
岩
下
し
」

や
「
丁
場
」
な
ど
石
切
り
場
に
関

す
る
小
字
や
呼
び
名
が
残
っ
て
お

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　9月 28 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

▽
講
師　

土
松
美
智
江
さ
ん

▽
定
員　

各
回
25
人

※
９
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
年
間
登

　

録
料
）

▽
持
ち
物　

は
さ
み
、
針
、
糸
、

　

も
の
さ
し

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
つ

Ｆフ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
。
本
書
は
、
初
心
者
へ
の

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
特
徴
や
登
録
方
法
の
解
説
に

始
ま
り
、
現
在
使
っ
て
い
る
人
へ
の
有
効
な
利
用
方

法
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
活
シ
ー
ン
で
こ
ん
な
に
使
え
る
！

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ　

41
の
提
案　

渡
辺
英
伸
…
著　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

ふるさと60年　戦後の日本とわたしたちの歩み
道浦母都子…文 　金斗鉉…絵 　福音館書店

　

岡
山
を
代
表
す
る
戦
国
大
名
・

宇
喜
多
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
公

民
館
講
座
「
歴
史
探
訪
★
ウ
キ
ウ

キ
！　

直
家
出
世
バ
ス
」
の
第
２

回
目
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
（
５
月
19
日
）
に
参

加
し
て
い
な
い
人
に
も
、
講
師
が

　

間
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

▽
集
合
場
所　
中
央
公
民
館（
邑
久
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

作
っ
て
み
よ
う

 

着
物
を
使
っ
た
布
ぞ
う
り

　

エ
コ
講
座
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

色
や
柄
の
着
物
を
ほ
ど
い
た
布
を

使
っ
て
、
布
ぞ
う
り
作
り
を
行
い

ま
す
。

　

例
年
、
参
加
希
望
者
が
多
い
た

め
、
今
年
は
９
月
と
10
月
の
２
回

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
で
作
り
方
を
学
び
、
不
用

に
な
っ
た
着
物
を
再
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

９
月
25
日
（
火
）、
10

　

月
23
日
（
火
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
〜
４

　

時
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

 

前
島
に
残
る
石
切
り
場
の
跡

徳
川
期
大
坂
城
築
城
残
石
群

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

第二次世界大戦後から現在まで、日本のある町の移り変
わりを描いた絵本です。過去、現在、未来のつながりを
感じることができ、「今」を生きる私たちに家族やふるさ
との大切さを教えてくれる一冊です。

所
領
の
あ
る
大
名
が
前
島
か
ら
石

を
切
り
出
し
た
の
か
は
、
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

海
を
行
く
石

　

切
り
出
さ
れ
た
石
は
、
船
で
大

坂
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
寛
永

元
（
１
６
２
４
）
年
に
来
日
し
た

朝
鮮
通
信
使
の
副
使
姜カ

ン
ホ
ン
ジ
ュ
ン

弘
重
の
記

録
『
東と

う
さ
ろ
く

槎
録
』
に
は
、「
牛
窓
自

り
来
た
る
時
、
海
中
を
望
み
見
る

に
、
点
々
た
る
小
島
有
り
。
之
れ

に
就
き
乃
ち
去
る
時
、
見
る
所
の

浮
石
は
載
す
る
所
の
船
也
。
一
船

僅
か
に
一
石
を
載
す
。
而
る
に
屹

然
と
し
て
山
岳
の
如
し
。
是か

く
の

如
き
者
海
を
蔽お

お

う
。
物
力
の
雄
鉅

な
る
、
功
役
の
浩
大
な
る
を
見
る

べ
き
也
」
と
、
山
の
よ
う
に
見
え

る
ほ
ど
大
き
な
石
を
船
で
運
ぶ
様

子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン

に
、
大
坂
城
築
城
残
石
群
を
訪
ね

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
に
は
、
往

時
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

石
切
り
場
の
跡
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

前
島
の
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
か
ら

残
石
群
ま
で
は
、
徒
歩
で
約
１
時

間
で
す
。

り
、
山
中
に
４
カ
所
（
Ａ
〜
Ｄ
地

区
）
の
残
石
群
が
あ
り
ま
す
。
展

望
台
か
ら
西
へ
降
り
た
Ａ
地
区
に

は
、切
り
出
す
前
の
岩
盤（
母
岩
）、

母
岩
か
ら
大
割
さ
れ
た
石
、
整
形

さ
れ
て
浜
に
下
ろ
す
た
め
に
並
べ

ら
れ
た
石
、
整
形
過
程
で
捨
て
ら

れ
た
石
な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。

　

い
く
つ
か
の
残
石
に
は
刻
印
が

地
元
の
歴
史
を
知
ろ
う

ウ
キ
ウ
キ
！　

直
家
出
世
バ
ス

さまざまな色や柄の着物の布を使った布ぞうり

残
さ
れ
て
お
り
、

分
銅
紋
と
輪
違
い

紋
が
大
坂
城
の
石

垣
に
残
る
刻
印
や

普
請
分
担
図
な
ど

か
ら
、
松
江
藩
堀
尾
家
の
も
の
と

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
石

切
り
場
に
は
、
鳥
取
池
田
家
の
刻

印
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
な
ぜ
日
本
海
側
に 分銅紋（左） ／ 輪違い紋（右）

亀山城跡を見学する参加者（第１回）

並べられた残石
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来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

ス
マ
イ
ル
ま
つ
り

　

障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
地
域
の

人
た
ち
の
交
流
を
目
的
に
、
第
８

回
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
29
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
会
場　

　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

　

・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
男
性
介
護
者

　

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

②
講
演
　

　

・
演
題
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母

　

を
支
え
た
９
年
８
カ
月
」

　

・
講
師

　
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

野
田
明
宏
氏

▽
定
員　

80
人

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ウ
ィ
ズ
せ
と
う
ち 

さ
ざ
な
み

　

小
林
さ
ん

　

☎
０
９
０-
３
７
４
９-

７
２
３
６

 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

邑
久
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

くらしの情報

ま
す
。

▽
実
施
調
理
作
業　
　

　
日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、
麺
料
理

▽
受
験
資
格　
　

　

10
月
５
日
に
お
い
て
、
一
定
の

実
務
経
験
年
数
を
満
た
し
て
い
る
人

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▽
試
験
日

　

・
実
技
試
験
日

　

平
成
25
年
１
月
19
日
（
土
）
か

ら
２
月
15
日（
金
）ま
で
の
間
で
、

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
が
指
定

す
る
日

　

・
学
科
試
験
日

　

平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）

▽
試
験
会
場　

大
阪
市
、広
島
市
、

　

福
岡
市
な
ど

　

▽
受
付
期
間　

　

９
月
３
日
（
月
）
〜
10
月
５
日

　
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
10
月
５
日
ま

　

で
の
通
信
日
付
印
有
効
。

　

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://w
w
w
.m
od.go.jp/

     pco/okayam
a/

す
。ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

出
店
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
ブ
ー
ス
３
０
０
円
と
売
上
金

　

の
半
分
を
義
援
金
と
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
29
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所

　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
出
店
資
格　

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興

の
力
に
な
り
た
い
人
・
団
体

※
営
利
を
目
的
と
す
る
業
者
な
ど

　

は
、
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

邑
久
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

　

議
会　

代
表　

川
﨑
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
４
１

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

農
学
博
士
の
景
山
詳
弘
氏
を
招

き
、「
日
本
は
農
業
の
最
も
適
し

た
国
」
と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

９
月
９
日
（
日
）　

■
申
込
先

　
（
財
）
岡
山
県
遺
族
連
盟

　

☎
０
８
６-

２
７
１-

７
１
７
５

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

 

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
人
へ

 

保
管
物
件
の
返
還

　　

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
人
が
、
税
関
な

ど
に
預
け
た
通
貨
（
紙
幣
）
や
証

券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
や
家
族
か
ら
の
返
還
の
申

し
出
や
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

神
戸
税
関
宇
野
税
関
支
署

　

☎
０
８
６
３-

３
１-

５
３
７
５

 

実
施
さ
れ
ま
す

 

調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定
試
験

　

社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
24

年
度
調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定

試
験
（
後
期
日
程
）
を
実
施
し

▽
内
容　

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
演

　

芸
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

邑
久
町
山
田
庄
８
８
０-

１　

　
（
市
民
病
院
東
）

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

９
６
０
０

 

ご
参
加
く
だ
さ
い

 

こ
れ
か
ら
の
介
護
を
考
え
る
講
演
会

　　

ウ
ィ
ズ
せ
と
う
ち 

さ
ざ
な
み

で
は
、
介
護
に
つ
い
て
知
識
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
こ

れ
か
ら
の
介
護
を
考
え
る
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
24
日
（
月
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
午
後
１
時
開
場

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
人
と
の
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

▽
参
加
費
用　

９
万
円

地域生活支援センタースマイル

モ
ー
バ
ス
「
利
用
と
く
得
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
当

日
に
利
用
し
た
乗
車
券
の
提
示
が

必
要
で
す
。

　
「
食
事
料
金
の
割
引
」「
自
店

カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
の
倍
出
し
」「
買

物
後
に
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
」

な
ど
各
店
舗
が
工
夫
を
凝
ら
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
モ
ー
モ
ー
バ
ス
車
内
や
市
役

所
牛
窓
支
所
に
設
置
し
て
い
る
チ

ラ
シ
、
瀬
戸
内
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
商
工
会
牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
３
７
７

　

HPhttp://www.setouchi.org/index.html

 

実
施
し
ま
す

 

防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験

　　

防
衛
省
で
は
、
防
衛
大
学
校
お

よ
び
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
採

用
試
験
を
下
表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

※
入
校
は
平
成
25
年
４
月
上
旬
の

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン

　

タ
ー

　

〒
１
０
３-

０
０
１
２

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町

　

２-

８-

５ 

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
Ｆ

　

☎
０
３-

３
６
６
７-

１
８
６
７

 

モ
ー
モ
ー
バ
ス
の
乗
車
券
で
お
得
に

 

利
用
と
く
得
サ
ー
ビ
ス

　
「
地
元
消
費
の
拡
大
で
地
域
を

も
っ
と
元
気
に
！
」
を
念
頭
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
安
定
し
た
生
活

を
支
援
す
る
た
め
、
７
月
１
日
か

ら
の
モ
ー
モ
ー
バ
ス
（
瀬
戸
内
市

デ
マ
ン
ド
バ
ス
）
の
実
証
運
行
に

合
わ
せ
て
、
牛
窓
地
域
の
飲
食
や

小
売
り
な
ど
19
店
舗
で
、
モ
ー

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

モーモーバスの乗車券（右の回数乗車券は２
つ折りにした状態）

受験種目 対象者 受付期間 試験日

防衛大学校

推薦 高卒（見込含）21歳未満
（学校長の推薦などが必要） 9月 3日（月）

～ 9月 5日（水）

9月 29 日（土）・30 日（日）

総合
選抜

高卒（見込含）21 歳未満

【１次】9月 29 日（土）
【２次】10 月 20 日（土）・21 日（日）

一般
（前期）

9月 3日（月）
～ 10 月 1日（月）

【１次】11 月 10 日（土）・11 日（日）
【２次】12 月 11 日（火）・15 日（土）

一般
（後期）

平成 25 年 1月 23 日
（水）～ 2月 1日（金）

【１次】平成 25 年 3月 2日（土）
【２次】平成 25 年 3月 15 日（金）

防衛医科大学校 9月 3日（月）
～ 10 月 1日（月）

【１次】10 月 27 日（土）・28 日（日）
【２次】12 月 5日（水）～ 7日（金）

1415



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 9 月 18 日（火） 平成24年    4 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 9 月 19 日（水） 平成23年 12月生

1 歳６カ月児健診 9 月 12 日（水） 平成23 年    2 月生
2 歳児健診 9 月 13 日（木） 平成22年    5 月生

3 歳児健診 9 月 26 日（水） 平成21年    3 月生

子どもの健診

人の動き《平成 24年 8月 1日現在》
人口 ３９，１５３人 （＋１２）
男 １８，６６６人  （－　１）
女 ２０，４８７人 （＋１３）
世帯 　１４，８７６世帯 （＋５０）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2012　September
9

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑩の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士】
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

8/26 8/27 8/28 8/29 8/30 8/31   1 

2 3  4
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

5
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

6
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

7  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

8

9
体協　歩こう会　
　正楽寺コース
　8：57 邑久駅発赤穂線
体協　瀬戸内市バレー
ボール交流会
　9：00 ～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
　アリーナ
体協　瀬戸内市バドミ
ントン大会
　9：00 ～
　邑久中学校体育館
体協　瀬戸内市テニス
交流大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テ
　ニスコート

10 11
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

13 14 15
体協　瀬戸内市秋季ペ
タンク大会
　9：00 ～
　出島公園（牛窓東小
　学校前）

16 17   敬老の日 18 19 
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

20  
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

21 22  秋分の日
体協　瀬戸内市民ゴル
フ長月大会
　9：00 ～
　長船カントリークラブ

23 
体協　瀬戸内市ソフト
テニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テ
　ニスコート

24 25
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

26
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

27 
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

28   
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

29   

30 
体協　卓球ミックスダ
ブルス交流大会
　9：00 ～
　牛窓体育館

10/1
 

10/2 10/3
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

10/4
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

10/5    10/6    

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　９月 11 日（火）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「胃・腸の健康について」

▽講師　福田和馬氏（瀬戸内市民病院　外科医）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽申込期間　９月３日（月）～ 10 日（月）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

ジョブスポットせとうち出張相談会

　ジョブスポットせとうちでは、求職者を対象とした出張相談
会を次のとおり行います。お気軽にご参加ください。

▽日時・場所　
　・９月６日（木）（毎月第１木曜日）　
　午前 10 時～正午、午後１～３時　ゆめトピア長船
　・９月 13 日（木）（毎月第２木曜日）　
　午前 10 時～正午、午後１～３時　牛窓支所

▽相談料　無料

▽相談員　職業相談員など
■問い合わせ先
　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１

医療福祉相談会

　備前保健所では、難病（特定疾患）の治療を受けている患者
とその家族を対象に、医療福祉相談会を開催します。相談を希
望する人は、９月 19 日（水）までに、備前保健所へ申し込ん
でください。

▽日時　10 月３日（水）　午後１時 30 分～（午後１時から受付）

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・申込先
　備前保健所保健課保健対策班
　☎０８６-２７２ - ３９３４

運転に不安のある人はご相談ください

　警察では、病気にかかっていることなどにより自動車などの
運転に不安がある人およびその家族の皆さんのために運転適性
相談窓口を設けています。相談料は無料です。お気軽にご相談
ください。
　また、運転免許の手続きを適正に実施するため、運転免許の
取得および運転免許証の更新手続きの際の「病気等に関する申
告」の欄は、正確に記載してください。
　警察では、運転適性相談、申告欄に記載された病気の症状な
どに関するプライバシーは厳格に保護します。
■相談先
　岡山県警察本部交通部運転免許課試験第二係
　（岡山県運転免許センター内　岡山市北区御津中山４４４-３）
　月～金曜日の午前８時 30分～正午および午後１～５時
　☎０８６７-２４ - ２２００（内線５７２）
■問い合わせ先
　岡山県警察本部運転免許課
　☎０８６-２３４ - ０１１０
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９月納期の市税・保険料はありません
納付には口座振替が便利です。
ぜひご利用ください。
あなたの税が元気なまち瀬戸内市の礎です。
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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わが家の宝１歳です！

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city
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よ
し
こ

瀬戸内写真館

    けいじばん
けいじばん

つなげよう♡みんなの大好きな本
お気に入りの本を紹介してください

　パトリシアねっとわーく（瀬戸内市おはなしボランティア・ネッ
トワーク）では、お気に入りの本などについて、多くの人と情報を
共有する取り組み「つなげよう♡みんなの大好きな本」を行ってお
り、市民の皆さんを対象に、本の紹介記事を募集しています。
　子どもの頃に夢中になって読んだ本や、思い出の本、今のお気に
入りの本などを紹介してください。記事の書き方の指定はありませ
ん。一人何点でも応募できます。
　応募された紹介記事は、市内の公民館や
図書館に張り出す予定です。奮ってご応募
ください。
▷応募期限　11 月 30 日（金）
■提出先　　市内図書館・室
■問い合わせ・電子メールでの提出先
　パトリシアねっとわーく　川島さん
　☎０９０-２８０７ - ７５７４
　mail : yuka.kawashima0126@gmail.com

資源化物回収コンテナを設置しました
福岡連合町内会でのごみ減量の取り組み
　福岡連合町内会では、「瀬戸内市ごみ 30％減量作戦（ごみダイエッ
ト瀬戸内）」に積極的に取り組むため、回収コンテナを設置し、資
源化物の分別回収を行っています。
　福岡連合町内会以外の人からの持ち込みや回収コンテナの設置を
検討している団体の皆さんの見学も歓迎です。みんなで力を合わせ
て、ごみの減量に取り組みましょう。
▷回収物　①ダンボール、②新聞紙・チラシ、③雑誌・ざつ紙、
　④空き缶、⑤ペットボトル（キャップ、ラベル付きで構いません）
※①～③は、それぞれひもでしば
　るか袋に入れて封をする。
※④、⑤は、内容物を取り除き、
　つぶさずにビニール袋に入れて
　封をする。
▷コンテナ設置場所
　妙興寺東駐車場（長船町福岡）　　
　　　　　　　　福岡連合町内会

つなげ
お気に

　パト
トワー
共有す

市

井野戸井野戸美美
み ひ ろみ ひ ろ

海海ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町大窪
ひとことひとこと
一才になりました！おめでとう。いっ一才になりました！おめでとう。いっ
ぱい笑って、優しい子に育ってねー！ぱい笑って、優しい子に育ってねー！

（父 隼人さん・♡母 ゆかさん）（父 隼人さん・♡母 ゆかさん）

Mihiro
 平成 23年 6月 7日生まれ

題名　天使のはしご
撮影場所　邑久町大窪
撮影日時　
平成 24 年 6 月 28 日午後６時６分
撮影者　井野戸ゆかさん

紹介者の写真も応募紹介者の写真も応募
できますできます
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本
紙
平
成
24
年
８
月
号
７
ペ
ー
ジ
の

「
下
水
道
工
事
技
術
者
試
験
」
記
事
文

中
の
試
験
日
時
「
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月
11
日
（
日
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９
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〜
」
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日
（
日
）
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９
時
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分
〜
」
で

す
。
訂
正
し
、お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

題名　日本のエーゲ海の夏
撮影場所　牛窓町フェリー乗り場付近
撮影日時　平成 24 年７月 16 日午後１時ごろ
撮影者　瀬戸内市フォトプロジェクト（ＳＰＰ）　
　　　　太田宰輔さん
コメント
　昼食を食べ終わってリマーニ横の駐車場に行く
と、青い海と白い灯台、そして白い航跡を引いた
モータボートが目に入った。まさに海の日にふさ
わしい情景だと思いシャッターを切った。
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